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- 近赤外線広視野変動天体サーベイの重要性が高まっているが検出器 (HgCdTe) が高すぎて気軽に広視野にできない
- K-band を捨てて InGaAs 検出器を使おう: FLIR で買える検出器にあわせて FPGA 回路を開発して天文用の駆動ができるようにした
- センサにペルチェ素子をくっつけて -45 ℃ に冷却 ⇉ ダークカレントはおおよそ 110e-s-1pix-1 を達成 (同条件の HgCdTe より圧倒的に低い)
- 再結合光学系の筒を望遠鏡に取り付けて試験観測 on the 100" DuPont telescope を実施
- Y-bandでは dark ~ sky, J-band では sky-background limit での観測を実現 (limiting magnitude ~ 21.5 ABmag for 10 min integration) 
- 線形性もそこそこ & 検出器の安定性も十分で 1% 級の hot Jupiter transient event の検出にも成功
- 安価に赤外線モザイクカメラを作成できる ⇉ NS-merger や SPRITEs などの赤外で明るい transient の探査で活きる
- SPIE の Ground-based and Airborne Instrumentation for Astronomy VII でポスターを出しているようです (#10702-133)
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